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第
二
回
定
時
総
会
開
催 

 

 

平
成
27
年
５
月
24
日(

日)

12
時
30

分
か
ら
京
王
ク
ラ
ブ(

多
摩
市
関
戸
二
丁

目)

に
於
い
て
、
会
員
19
名
出
席
の
も
と

第
二
回
定
時
総
会

を
開
催
し
た
。
藤
川

幹
事
長
が
進
行
役

を
務
め
、
開
会
に
当

た
り
岩
渕
支
部
長

よ
り
「
本
日
は
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
ご
参

加
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
第
二
回
定
時
総
会
が
成
功
裏
に
終
わ

る
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
来
賓
と
し
て
栁
澤
多
摩
支
部

副
支
部
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
の
当
地
域
支
部
の
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。」と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

続
い
て
ご
来

賓
の
多
摩
支
部

副
支
部
長
の
栁

澤
正
長
氏
よ
り

「
本
日
は
安
田

支
部
長
が
ご
祝
辞
を
述
べ
る
予
定
で
し
た

が
、
所
用
で
来
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、ご
祝
辞
を
預
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

第
二
回
多
摩
市
地
域
支
部
定
時
総
会

開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
常
日
頃

多
摩
支
部
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岩
渕

支
部
長
、菊
池
副
支
部
長
、藤
川
幹
事
長
、

を
始
め
役
員
の
皆
様
に
は
、
ご
献
身
と
ご

協
力
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

明
治
大
学
は
、
昨
秋
文
部
科
学
省
か
ら

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」
の
一
つ

に
選
ば
れ
今
後
10
年
間
、
国
か
ら
の
財

政
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

来
る
６
月
27
日(

土)

開
催
予
定
の
多
摩

支
部
定
時
総
会
に
は
大
学
か
ら
福
宮
学

長
、
橋
口
常
務
理
事
が
来
賓
と
し
て
ご
出

席
さ
れ
ま
す
が
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
の
話
題
を
含
め
て
、
大
学
の
興
味
あ

る
近
況
に
つ
い
て
伺
え
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
５
年
５
月
現
在
の
多
摩
支
部

傘
下
支
部
の
会
員
数
は
１
６
５
４
名
で
す
。 

 

支
部
定
時
総
会
に
は
一
人
で
も
多
く

参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
ご
参
加
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

多
摩
市
地
域
支
部
の
益
々
の
ご
発
展

と
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆
様
の
弥
栄
を
お

祈
り
し
、
ご
祝
辞
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。」と
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
。 

 

そ
の
後
、
議
案
審
議
を
行
い
平
成
26

年
度
の
各
部
会
活
動
並
び
に
会
計
報
告
、

さ
ら
に
平
成
27
年
度
の
各
部
会
活
動
計

画
並
び
に
予
算
案
、
そ
し
て
役
員
人
事
の

諸
議
案
は
、
全
員
異
議
な
く
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
た
。（
詳
細
は
議
事
録
参
照
）

議
案
審
議
終
了
後
、
安
波
副
支
部
長
に
よ

る
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
13
時
20
分
藤

川
幹
事
長
が
閉
会
を
宣
し
た
。
そ
の
後
の

懇
親
会
で
は
、
創
立
二
年
間
を
振
り
返
り

な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
で
盛
り
上
が

り
、
校
歌
斉
唱
で
祝
宴
は
終
了
し
た
。 
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第
二
回
定
時
総
会
に
お
い
て
、
次
の
三

名
が
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

・
監
査
委
員 

 

茂
木 

有
司
氏(
Ｓ
43
商) 

前
任
の
鈴
木
脩
二
氏
が
ご
逝
去
さ
れ
、

空
席
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
茂
木
氏
よ
り

就
任
受
諾
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
幹
事 

企
画
担
当 

楳
田 

成
美
氏(

Ｓ
42
法) 

・
幹
事 

総
務
担
当 

峯
岸 

正
巳
氏(

Ｓ
63
工) 

   
 
 

  一
、
カ
ラ
オ
ケ
「
紫
紺
の
会
」 

 
 

毎
月
、
楽
し
く
開
催
♪ 

 
 

の
ど
自
慢
の
方
も
苦
手
の
方
も
、お
茶
、

ビ
ー
ル
で
の
ど
を
湿
ら
せ
て
、「
カ
ラ
オ

ケ
」
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
、
親
睦
・

交
流
の
場
で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

・
日
時
：
原
則 

毎
月
最
終
土
曜
日 

午
後
３
時
30
分
～
６
時
15
分 

次
の
４
日
は
決
定
し
て
い
ま
す
。 

７
月
25
日
、
８
月
29
日 

10
月
31
日
、
12
月
26
日 

 
 

・
場
所
：
ひ
じ
り
館
２
Ｆ
和
室 

 

・
会
費
：
500
円 

・
参
加
申
込
： 

寺
島
忠
昭(

S

41
経
営)

ま
で 

 
 

(

携
帯) 090-1530-1988 

(

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス ) 

tama-hills-ponpoko@pg7.so-net

.ne.jp 

 

な
お
、会
場
予
約
の
状
況
に
よ
り
、

日
時
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
参
加

申
込
者
へ
メ
ー
ル
等
で
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。 

 

二
、
キ
ュ
ー
ピ
ー
マ
ヨ
テ
ラ
ス 

仙
川
見
学
会 

・
日
時
：
７
月
７
日(

火) 

・
集
合
：
15:
00
仙
川
駅
に
て  

 三
、
新
宿
末
広
亭 

｢

寄
席
鑑
賞｣
の
会 

・
日
時
：
８
月
８
日(

土)

昼
の
部
12
時 

 

四
、
青
梅
観
光･

小
澤
酒
造
見
学
会 

・
日
時
：
９
月
21
日(

月･

祝) 

・
集
合
：
9:

00
永
山
駅
に
て  

 

五
、
江
戸
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

見
学
と
江
戸
川
競
艇
観
戦 

・
日
時
：
10
月
16
日(

金) 

・
集
合
：
10:

00
現
地
に
て 

・
特
製
ラ
ン
チ
付
き 

 六
、
明
大
黒
川
農
場
見
学(

収
穫
祭) 

・
日
時
：
11 

月
７
日(

土) 

 七
、
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
演
奏
会 

(

府
中
地
域
支
部
と
の
共
催) 

・
日
時
：
11
月
29
日(

日) 

 八
、
ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦
応
援 

・
日
時
：
12
月
６
日(

日) 

・
場
所
：
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場 

 
 
 
 
 
 
 

 

   

一
、
明
治
大
学
平
和
教
育 

 
 
 

研
究
所
を
見
学
し
て 

 
 
 
 

中
山 

雅
雄(

S

37
法)  

今
年
２
月
20
日
に
校
友
14
名
で
、
明

治
大
学
平
和
教
育
研
究
所
資
料
館
を
見

学
し
ま
し
た
。 

 

小
田
急
線
の
生
田
駅
で
待
ち
合
わ
せ
、

懐
か
し
い
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
道
を
昔

の
思
い
出
を
語
り
な
が
ら
徒
歩
15
分
、

目
指
す
資
料
館
に
到
着
。
か
ね
て
か
ら
見

学
予
約
を
取
っ
て
い
た
た
め
、
案
内
役
の

椎
名
さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
、
早
速
資
料

館
内
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
資
料
館
の
あ
る
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

は
か
つ
て
の
登
戸
研
究
所
の
敷
地
内
に
あ

り
、
登
戸
研
究
所
と
は
旧
日
本
陸
軍
が
秘

密
戦
の
た
め
の
兵
器
・
資
材
を
研
究
開
発

す
る
た
め
に
設
置
し
た
研
究
所
で
、
一
般

に
は
そ
の
存
在
は
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
も

の
で
し
た
。 

 

同
研
究
所
は
昭
和
12
年
に
開
設
さ
れ
、

最
盛
期
の
19
年
に
は
敷
地
11
万
坪
、
建

物
100
棟
余
、
技
術
将
校
等
幹
部
署
員
250

名
、
一
般
の
雇
人
・
工
員
等
１
０
０
０
名

平
成
27
年
度
活
動
計
画 

平
成
26
年
度 

下
期
活
動
報
告 

新
役
員
の
紹
介 
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我
が
支
部
代
表
６
人
衆 

に
達
す
る
大
規
模
な
研
究
所
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
20
年
に
は
戦
局
悪
化

に
よ
り
、
そ
の
機
能
は
長
野
県
伊
那
地
方

に
分
散
・
疎
開
し
、
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え

ま
し
た
。
明
治
大
学
は
25
年
に
生
田
の

地
に
あ
っ
た
登
戸
研
究
所
の
敷
地
の
半

分
を
建
物
ご
と
取
得
し
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
が
開
設
さ
れ
た
わ
け
で
す
。 

 

こ
の
資
料
館
の
特
徴
は
、
旧
陸
軍
の
研

究
施
設
が
そ
の
ま
ま
保
存
・
活
用
さ
れ
て

お
り
、
全
国
で
も
唯
一
の
事
例
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
第
２
に
歴
史
に
は
ほ
と

ん
ど
記
録
さ
れ
て
い
な
い
秘
密
戦
に
焦
点

を
当
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
３
に
登

戸
研
究
所
の
全
貌
、
各
研
究
の
活
動
概
要

(

電
波
兵
器
、
毒
物
・
薬
物
・
生
物
兵
器
・

ス
パ
イ
用
品
、
偽
札
・
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト

製
造
、
風
船
爆
弾
な
ど
兵
器
の
量
産
部
門

な
ど)

を
、
実
証
的
か
つ
視
覚
的
に
展
示

し
た
常
設
館
で
あ
る
こ
と
が
詳
し
く
説
明

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

資
料
館
の
他
実
験
動
物
の
慰
霊
碑
、
研

究
の
神
で
あ
る
弥
心
神
社
、
陸
軍
の
マ
ー

ク
の
入
っ
た
消
火
栓
、弾
薬
庫
跡
な
ど
を
、

現
物
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

表
舞
台
に
は
表
れ
な
い
戦
争
の
裏
側

を
見
聞
し
、そ
の
怖
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
千
数
百
名
に
及
ぶ
関
係
者
の
方
々

が
、
そ
の
存
在
す
ら
一
切
の
開
陳
が
出
来

ず
、
そ
の
職
責
を
全
う
さ
せ
ら
れ
た
悲
劇

を
思
う
と
戦
争
の
悲
惨
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
貴
重
な
見
学
会
で
し
た
。 

 

 

二
、
第
三
回
観
桜
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

峯
岸 

正
巳(

S

63
工) 

 

４
月
４
日
に
桜
ヶ
丘
公
園(

お
花
見

坂)

に
於
き
ま
し
て
観
桜
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
直
前
に
小
雨
が
降
り
出
し
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
集
合
時
間
に
な
る

と
雨
は
止
み
ま
し
た
。
連
日
の
気
温
低
下

で
早
咲
き
の
桜
は
散
ら
ず
丁
度
見
頃
で
し

た
。 

当
日
は
風
が
強
く
気
温
は
低
め
で

し
た
が
、
沢
山
の
方
々
が
花
見
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

当
会
か
ら
16
名
の
参
加
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
最
後
に
校
歌
を
斉

唱
し
、
観
桜
会
の
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

観
桜
会
後
、
場
所
を
ひ
じ
り
館
に
移
し
て

カ
ラ
オ
ケ
会
を
開
催
。
楽
し
い
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

三
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ 

 
 
 
 
 

大
会
に
参
加
し
て 

 
 
 

楳
田 

成
美(

Ｓ
41
法) 

 

３
月
28
日
、
立
川
昭
和
記
念
公
園
で
、

明
大
校
友
会
の
第
６
回
地
域
支
部
対
抗

の
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
、
総

勢
75
名
が
参
加
。
う
ち
女
性
は
４
名
で

し
た
。 

内
容
は
、
多
摩
市
地
域
支
部
は
皆
苦
戦
。

や
っ
た
こ

と
が
な
い

私
は
、
み

ん
な
の
足

を
ひ
っ
ぱ

り
申
し
訳

な
か
っ
た

で
す
。 

女
性
は

た
っ
た
４

名
な
の
で
、

顔
や
名
前

を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
女
性
が
参
加
す
る
と
良

い
の
に
と
思
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
記
念
公
園
は
美
し
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
帰
り
道
を
歩
き
な
が
ら
、
青
空
の
下

一
日
良
い
汗
を
流
し
た
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

   

一
、
山
開
き
で
祝
詞
奏
上 

 
 
 
 
 

菊
池 

武
信(

Ｓ

42
経
営) 

 

私
の
家
は
都
立
桜
ヶ
丘
公
園
の
す
ぐ

近
く
に
あ
り
ま
す
が
、
同
公
園
の
雑
木
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
会
し
活
動
に
参
加
し

て
か
ら
10
年
た
ち
ま
す
。 

 

最
初
の
３
年
余
り
は
雑
木
林
保
全
の

作
業
に
従
事
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
田
ん

ぼ
で
米
作
り
に
従
事
し
現
在
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。同
公
園
の
現
在
の
面
積
は
約
10

万
坪
、
田
ん
ぼ
は
公
園
と
離
れ
た
連
光
寺

小
の
近
く
に
あ
り
面
積
は
３
千
坪
、
田
ん

ぼ
は
37
面
で
す
。
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

創
設
は
平
成
３
年
、現
在
メ
ン
バ
ー
は
60

数
名
で
、
活
動
日
は
毎
週
土
日
全
日
で
す
。

雑
木
林
の
保
全
と
は
、
山
を
炭
山
の
状
態

(

薪
炭
林)

に
保
全
す
る
こ
と
で
す
。
田
ん

ぼ
は
湧
水
と
雨
水
に
た
よ
る
谷
戸
田
で
、

谷
戸
田
を
保
全
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

会
員
活
動
便
り 
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リガ （アールヌボー建築） 

谷
戸
田
で
す
か
ら
水
を
切
れ
ま
せ
ん
。
一

年
中
水
が
入
っ
た
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
田
ん
ぼ
の
底
は
ヌ
ル
ヌ
ル
、
ド
ロ

ド
ロ
で
場
所
に
よ
っ
て
は
沼
み
た
い
で
深

く
足
を
取
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
耕
運
機

は
使
用
不
可
能
で
す
。 

 

田
ん
ぼ
で
す
か
ら
休
め
る
屋
根
の
あ
る

建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル

は
あ
り
ま
す
が
。
冬
も
炎
天
下
の
夏
も
、

お
天
道
様
の
下
で
休
息
し
た
り
昼
食
を
と

っ
た
り
し
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
入
れ
ば
一
年

中
泥
だ
ら
け
、
冬
は
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
、

夏
は
汗
ま
み
れ
に
な
り
ま
す
。 

さ
さ
や

か
な
自
然
界
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
暑
い
さ

な
か
吹
き
抜
け
る
風
。
一
年
を
通
し
て
、

代
掻
き(*

１)

、
天
地
返
し(*

２)

、
畔
の

補
修
、
草
取
り
、
苗
づ
く
り
、
田
植
え
、

稲
刈
り
、
乾
燥
、
脱
穀
、
唐
箕(*

３) 

、

モ
ミ
と
り
、
精
米
等
々
あ
り
、
作
業
が
絶

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

 

と
こ
ろ
で
、
当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
新
年

早
々
の
山
開
き
で
、
７
～
８
年
前
か
ら
私

が
祝
詞
を
奏
上
し
怪
我
が
な
い
よ
う
祈
願

す
る
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
年
に
一
回
の
に
わ
か
神
主
で
す
。 

 

実
は
、
私
の
実
家
は
安
土
桃
山
時
代
神

主
に
な
っ
た
家
系
で
す
。 

*

１ 

代
掻
き[

し
ろ
か
き] 

田
植
え
の
た
め
に
、
田
に
水
を
入
れ
て
土

を
砕
い
て
か
き
な
ら
す
作
業 

*

２ 

天
地
返
し 

 

土
の
表
層
と
深
層
を
入
れ
替
え
る
こ
と 

*

３ 

唐
箕[

と
う
み] 

 

穀
粒
を
選
別
す
る
装
置 

   

二
、
紀 

 

行 

～
タ
リ
ン
、
リ
ガ
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
旅
～ 

 
 
 
 

伊
東 

勝
義(

Ｓ

35
商) 

 

平
成
26
年
５
月
22
日
～
26
日
タ
リ

ン
、
リ
ガ
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
へ
年
寄
り
５
名

で
観
光
小
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
22

日
昼(
時
差
あ
り)

、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ

ル
シ
ン
キ
空
港
か
ら
港
へ
直
行
。
途
中
驚

い
た
こ
と
に
５
月
な
の
に
海
水
浴
場
で
は

海
水
浴
客
が
泳
い
で
お
り
、
道
路
で
は
上

半
身
裸
の
人
々
が
闊
歩
。
太
陽
光
を
必
死

で
求
め
る
北
欧
の
人
達
の
心
意
気
、
恐
れ

入
り
ま
し
た
。
港
か
ら
大
型
客
船(

９
階

建
て)

で
バ
ル
ト
海
を
渡
っ
て
エ
ス
ト
ニ

ア
の
首
都
タ
リ
ン
へ
。
船
は
平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
満
員
、
買
い
物
客
も
多
く
、
７

階
の
１
フ
ロ
ア
を
占
め
る
大
手
ス
ー
パ
ー

で
、
山
の
よ
う
な
買
い
物
を
し
て
行
く
よ

う
で
す
。バ
ル
ト
諸
国
と
北
欧
諸
国
で
は
、

30
～
50
％
位
物
価
差
が
あ
る
と
聞
き
納

得
。 

 

タ
リ
ン
は
人
口
40
万
。
新
市
街
地
と

厚
い
外
壁
に
取
り
囲
ま
れ
た
旧
市
街
地

(

世
界
遺
産
登
録)

か
ら
な
り
、
中
世
の
雰

囲
気
が
息
づ
く
都
市
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
唯

一
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
市
庁
舎
、
ラ
エ
コ

ヤ
広
場
、
代
々
の
支
配
者
の
住
ま
い
と
な

っ
た
ト
ー
ム
ペ
ア
城
等
が
素
敵
で
し
た
。

落
ち
着
い
た
町
で
す
が
、
や
は
り
若
者
は

元
気
、
朝
の
６
時
頃
ま
で
ク
ラ
ブ
で
ガ
ン

ガ
ン
踊
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

翌
23
日
は
バ
ス
で
ラ
ト
ビ
ア
の
首
都

リ
ガ
へ
。
途
中
す
れ
違
う
車
は
昼
間
で
も

ラ
イ
ト
を
点
灯
、
冬
の
長
い
北
国
の
安
全

対
策
の
一
環
と
の
こ
と
。
リ
ガ
は
13
世

紀
か
ら
ハ
ン
ザ
同
盟
の
港
町
と
し
て
繁
栄
。 

旧
市
街(

歴
史
地
区)

は
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
。
リ
ガ
で
一
番
感
銘
を
受

け
た
の
は
ア
ル
ベ
ル
タ
通
り
に
建
ち
並
ぶ

奇
抜
な
建
築
群
で
し
た
。
19
世
紀
後
半

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
た
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ

ー
様
式
を
取
り
入
れ
、
有
名
な
建
築
家
ミ

ハ
イ
ル
・
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
設
計

に
よ
る
も
の
。
曲
線
や
植
物
文
様
、
人
体

像
を
用
い
た
過
度
な
装
飾
的
デ
ザ
イ
ン
は
、

芸
術
に
無
理
解
な
私
で
も
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
こ
こ
に
住
む
に
は
日
本
円
で

１
～
３
億
円
が
必
要
と
の
こ
と
。
普
通
の

人
は
住
め
な
い
の
で
、
現
在
は
各
国
大
使

館
、
大
学
、
国
、
大
金
持
ち
が
利
用
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
一
般
の
物
価
は
安
く
、

現
地
ガ
イ
ド
に
紹
介
さ
れ
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
屋
で
は
美
味
し
い
チ
ョ
コ
20
個
入
り

が
約
４００
円
。
思
わ
ず
お
土
産
と
し
て
６

箱
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

24
日
は
往
路
の
ル
ー
ト
を
逆
行
し
て

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
へ
。 

こ
こ
は
バ
ル
ト
海
に
面
す
る
港
湾
都
市
。

様
々
な
街
の
歴
史
に
触
れ
る
一
方
、
モ
ダ

ン
な
建
築
と
最
先
端
の
デ
ザ
イ
ン
が
大
都

会
へ
の
成
長
の
一
面
を
見
せ
て
お
り
、
町

中
を
走
る
ト
ラ
ム
に
は
哀
愁
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
元
老
広
場
に
立
つ
白
亜
の
教
会

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
聖
堂
は
荘
厳
で
厳
粛
。 

だ
が
、
広
場
の
中
央
に
立
つ
独
立
前
ま
で

支
配
さ
れ
て
い
た
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
ー
２
世
の
銅
像
に
対
し
て
、
市
民

は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

さ
て
、
夜
は
ホ
テ
ル
フ
ロ
ン
ト
の
お
嬢

様
の
紹
介
に
よ
り
、
タ
ク
シ
ー
で
ポ
ー
ル

ダ
ン
ス
を
や
っ
て
い
る
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
へ
。

(

タ
ク
シ
ー
は
基
本
料
金
980
円
位
で
、
乗

車
人
員
に
よ
っ
て
異
な
る)

そ
し
て
ダ
ン
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熱唱の岩永さん 

ヘルシンキ（トラム） 

ス
の
鑑
賞
、
北
欧
美
人
と
の
片
言
英
語
に

よ
る
頓
珍
漢
会
話
で
、
そ
こ
そ
こ
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

24
日
、
旅
行
会
社
が
手
配
し
た
ヘ
ル

シ
ン
キ
の
ホ
テ
ル
へ
。
と
こ
ろ
が
驚
い
た

こ
と
に
予
約
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

時
差
の
関
係
で
日
本
の
旅
行
会
社
は
ま

だ
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
仕
方
が
な
い
の
で

こ
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
決
め
、

そ
の
旨
伝
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
フ
ロ
ン

ト
の
女
性
が
「
チ
ョ
ッ
ト
待
っ
て
く
だ
さ

い
。
も
し
か
す
る
と
旅
行
会
社
の
手
配
漏

れ
で
な
く
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
に
ホ
テ
ル
名
を

間
違
っ
て
記
入
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

心
当
た
り
を
２
、
３
当
た
っ
て
み
ま
す
。」

と
言
っ
て
待
つ
こ
と
10
分
。
予
約
が
さ

れ
た
ホ
テ
ル
を
見
事
探
し
当
て
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
そ
の
ホ
テ
ル
の
車
で
送
っ

て
く
れ
る
と
言
わ
れ
、
今
度
来
る
時
に
は

必
ず
こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
こ
と
を
確
約

し
、
笑
顔
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
こ
の
ホ
テ

ル
を
後
に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
海
外
で
こ

ん
な
に
親
切
な
扱
い
を
受
け
た
こ
と
は
な

く
大
感
激
、
心
温
ま
る
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
サ
ー
ビ
ス
を
誇
る
日
本
の
ホ
テ
ル

も
ウ
カ
ウ
カ
し
て
お
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 

三
、
校
友
会
に
参
加
し
て 

 
 

上
春 

貴(

S

57
政
経
研
究
科) 

 
私
が
校
友
会
に
参
加
し
た
の
は
、
昨
年

の
新
年
会
か
ら
で
し
た
。
人
一
倍
愛
校
心

が
強
い
と
自
負
し
て
い
る
私
で
す
が
、
現

役
時
代
の
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
校
友
会
本

部
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
お
誘
い
は
事
実
上
、

無
視
し
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

新
年
会
の
お
知
ら
せ
を
頂
き
、
多
摩
市

在
住
の
先
輩
方
に
は
ど
ん
な
人
が
い
る
の

だ
ろ
う
、
と
の
単
純
な
関
心
か
ら
興
味
を

引
か
れ
、
一
度
試
し
に
参
加
し
よ
う
と
思

い
起
ち
ま
し
た
。 

 

新
年
会
で
初
め
て
接
し
た
諸
先
輩
は
、

実
に
多
士
済
済
。
学
部
～
大
学
院
の
足
掛

け
十
年
近
く
所
属
し
た
私
自
身
が
感
じ

て
き
た
明
治
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
を
、

各
人
各
様
の
個
性
の
中
で
体
現
さ
れ
た

方
ば
か
り
で
、
魅
力
的
な
人
間
性
・
人
格

と
の
出
会
い
の
連
続
で
し
た
。 

 

男
性
諸
氏
は
バ
ン
カ
ラ
明
治
を
彷
彿

さ
せ
る
風
格
の
方
が
多
く
、
現
役
時
代
に

懸
命
に
働
き
、
自
分
な
り
に
ひ
と
か
ど
の

業
績
を
成
し
遂
げ
た
と
の
自
負
を
胸
に
秘

め
た
方
々
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
。 

 

女
性
の
先
輩
方
は
、
一
言
で
い
え
ば

「
ハ
ン
サ
ム
・
ウ
ー
マ
ン
」。
背
筋
が
し

ゃ
ん
と
伸
び
、
颯
爽
と
し
た
立
ち
居
振
る

舞
い
、
凛
と
し
た
気
高
い
精
神
性
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
男
女
平
等
の
戦
後
社
会
と
は

い
え
、
現
実
に
は
ま
だ
ま
だ
圧
倒
的
に
男

性
上
位
で
あ
っ
た
１
９
６
０
年
代
に
、
と

り
わ
け
男
の
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
バ

ン
カ
ラ
明
治
で
男
子
に
伍
し
て
学
生
時
代

を
過
ご
し
、
旧
態
依
然
た
る
女
性
差
別
の

嵐
が
吹
き
す
さ
ぶ
日
本
社
会
の
荒
波
を
果

敢
に
乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
気
高

さ
を
兼
ね
備
え
た
先
輩
女
性
た
ち
に
、
私

は
尊
崇
の
念
さ
え
抱
き
ま
し
た
。 

 

私
が
そ
の
よ
う
に
想
像
を
逞
ま
し
く
し

た
理
由
は
、
女
性
社
員
未
権
利
状
態
の
富

士
通
で
働
き
、
個
人
的
に
闘
っ
て
自
ら
産

休
を
勝
ち
取
り
、
同
社
の
人
権
水
準
を
一

歩
前
に
進
め
た
亡
き
妻(

明
大
文
卒)

の

思
い
出
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 

初
め
て
の
校
友
会
参
加
で
男
女
先
輩

諸
氏
の
人
間
的
・
人
格
的
魅
力
に
引
き
付

け
ら
れ
た
私
は
、
そ
の
後
の
一
年
余
、
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
支
部
の
諸
行
事
に

参
加
し
ま
し
た
。
毎
月
末
の
月
例
カ
ラ
オ

ケ
と
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
・
ジ
ュ

ー
キ
ミ
シ
ン
・
明
大
生
田
の
平
和
教
育
研

究
所
資
料
館
な
ど
の
見
学
で
す
。 

娯
楽
あ
り
、
学
び
と
発
見
あ
り
。 

敬
愛
す
る
諸
先
輩
と
の
楽
し
い
交
流

の
中
で
文
化
的
・
知
的
欲
求
を
追
求
で
き

る
素
晴
ら
し
い
機
会
が
、
自
分
の
後
半
生

に
加
え
ら
れ
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

♪
付
記 

ひ
じ
り
館 

楽 ら
く

唱
し
ょ
う

祭 

 

５
月
30
日(

土)

、
ひ
じ
り
館
を
利
用

す
る
諸
団
体
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の

「
楽
唱
祭
」
に
支
部
と
し
て
参
加
。
朝
９

時
半
か
ら
昼
休
み
を
挟
ん
で
夕
方
４
時
頃

ま
で
、
各
団
体
の
計
75
人
が
順
に
歌
い

ま
し
た
。 

我
が
「
紫
紺
の
会
」
か
ら
は
６
人
が
参

加
。
藤
川
さ
ん
は
司
会
の
大
役
も
こ
な
さ

れ
ま
し
た
。
以
下
、
出
演
順
に
曲
目
と
私
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の
寸
評
で
す
。 

 
岩
永
さ
ん
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」 

身
振
り

手
振
り
も
入
り
、表
現
豊
か
に
愛
ら
し
く
。 

 

上
春
「
兄
弟
船
」 

歌
謡
シ
ョ
ー
風
の

口
上
を
セ
ル
フ
で
入
れ
、
ド
演
歌
で
ド
迫

力
勝
負
に
打
っ
て
出
ま
し
た(

笑)

。 
 
 
 

 

安
波
さ
ん
「
お
ま
え
に
」 

酒
が
入
ら

な
い
か
ら
調
子
が
出
な
い
、
な
ど
と
言
い

つ
つ
も
低
音
の
魅
力
で
カ
ッ
コ
良
く
決
め

ま
し
た
。 

 

伊
東
さ
ん「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」 
お

昼
に
飲
ん
だ
梅
チ
ュ
ー
ハ
イ
の
効
果
て
き

め
ん
、
朗
々
と
歌
い
上
げ
ま
し
た
。 

 

藤
川
さ
ん
「
た
そ
が
れ
の
夢
」 

第
一

声
が
流
れ
る
や
否
や
、
満
場
の
聴
衆
の
心

を
魅
了
し
た
い
つ
も
な
が
ら
の
美
声
は
、

明
治
大
学
混
声
合
唱
団
以
来
の
鍛
錬
の

賜
物
で
し
ょ
う
。 

 

楳
田
さ
ん
「
J(

ジ
ェ
イ)

」 

良
く

歌
い
込
ん
で
ご
自
分
の
歌
に
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
ら
こ
そ
の
、
し
っ
と
り
と
し
た

情
感
、
落
ち
着
い
た
説
得
力
に
、
う
っ
と

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

総
じ
て
、「
紫
紺
の
会
」
６
人
衆
の
気

迫
あ
る
歌
声
は
会
場
の
雰
囲
気
を
席
巻

し
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

  

四
、 

趣 
 

味 
 

水
彩
画
を
描
く
（
シ
リ
ー
ズ
②
） 

 
 
 
 
 

中
山 

雅
雄(

Ｓ
37
法) 

 

趣
味
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
八
王
子

教
室
「
楽
し
く
描
く
水
彩
画
」
教
室
に
入

り
８
年
続
い
て
お
り
ま
す
。 

          

 
 
 
 
 
 

   

鈴
木
脩
二(

Ｓ
29
短
社)

氏
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。 

な
お
、
残
念
な
が
ら
次
の
４
氏
が
一
身

上
の
都
合
に
よ
り
退
会
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤
頼
男(

Ｓ
35
法
）
門
間
礼
司(

Ｓ
54
工) 

山
内
真
理(

Ｓ
43
政
経)

佐
藤
悦
朗(

Ｈ
２
工) 

 

会
員
数
88
名 (

平
成
27
年
５
月
現
在) 

会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

                  

会
費
納
入
の
お
願
い 

未
納
の
方
は
同
封
の
振
込
用
紙
に
て

お
支
払
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

・
紫
紺
へ
の
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す. 

・
梅
雨
入
り
し
、
蒸
し
暑
い
日
々
が
続
き

ま
す
。
お
互
い
体
調
管
理
を
し
っ
か
り

と
！ 

飲
み
過
ぎ
に
も
ご
用
心
…
。 

・
今
期
の
活
動
企
画
を
満
載
！ 

多
数
の
ご
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。（
や
） 

     
 
 
 
 

                        

会
員
の
動
静 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

①田代池（上高地） 
 撮影者  鶴 田 勇 雄（S37 法） 

②ミソサザイ（求愛ポーズ） 
 撮影者 矢 場 岩 男（S43 商） 

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

自
慢
の
一
葉 

⑤ 

＜春の雨＞ 
散り行く桜の花弁が美しかった 

 

多摩市地域支部のホームページが 

出来上がりました！ 

http://meijikoyu-tamashi.jimdo.com/ 

 

 

行事への参加申し込みは、 

ＨＰからもできます。 

 

 

明治大学校友会多摩市地域支部 


